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【研究の背景・目的】 

有機合成反応とは、有機分子中の化学結合を切断
し、新たに別の化学結合に置き換える反応である。
有機分子は多種多様の化学結合を含んでいるが、そ
のすべての化学結合を有機合成反応に利用してきた
わけではない。反応性が高く、そして入手容易な化
学結合のみを利用してきた。これらの化学結合は、
一般的に官能基と呼ばれている。つまり、現代の有
機合成反応は、結合の高い反応性に大きく依存して
きた。もし、今まで有機合成反応にほとんど利用さ
れてこなかった不活性な化学結合を有機合成化学に
使うことができれば、有機合成化学における方法論
を多様化させることが期待される。本研究の目的は、
結合の反応性に大きく依存している現在の有機合成
手法を多様化することで直截的分子変換反応を開発
することにある。 
 

【研究の方法】 
不活性な化学結合の代表が、炭素－水素結合であ

る。今までの多くの研究がなされてきたが、反応形
式の数が少ない、反応性・位置選択性が配向基に依
存しているなど解決すべき問題が多く残っている。
さらに、炭素－水素結合以外にも、炭素－炭素、炭
素－酸素、炭素－窒素、炭素－フッ素、炭素－ケイ
素、炭素－硫黄結合など、不活性な結合は他にも数
多くあるにもかかわらず、それらの触媒的変換反応
の開発は、炭素－水素結合の変換反応に比べ、大き
く立ち遅れている。 

 

 

 

 
 
 
 

 

分子活性化・結合活性化を利用して、より安価で単純な原

料から安全・高効率・経済的・直截的に物質合成を行う 

 
われわれのグループでは、様々な不活性結合の活

性化を並行して行っていることが、大きな特徴であ
り、また強みである。したがって、他の研究グルー

プではなし得ない、相乗的に革新的な成果を挙げる
ことが期待できる。 
 

【期待される成果と意義】 
新規で画期的な汎用性のある分子活性化あるいは

結合活性化の方法論が創成されれば、有機合成化学
の手法そのものが代わることが期待される。多くの
研究者がその分野に参入し、その結果、さらに新し
い発見があり、研究分野の流れを大きく変えること
が期待される。本研究で、われわれがめざしている
のは、そのような分野創成に貢献できる方法論の開
発である。 
特に、飽和の炭素－水素結合活性化で配向基に頼

らない炭素－水素結合活性化反応の開発を目指して
いきたい。今までの有機合成化学は、結合の反応性
に大きく依存していたので、目的物を合成するため
に多段階を必要とした。しかし、今まで利用するこ
とができなかった様々な結合を直接、有機合成反応
に利用することができれば、短縮合成も可能となり、
廃棄物が少なく、環境に優しい有機合成化学が可能
となる。結合の反応性に大きく依存している現在の
有機合成手法を変革することが期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 29 年度－33 年度 427,300 千円 

  
 
【ホームページ等】 
http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/~chatani-lab/ 
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 新しい結合活性化法 


